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『咲む』上映会ニュース 2021年5月31日 No.10 発行：全日本ろうあ連盟創立70周年記念映画上映推進委員会

三重県の上映会報告

＜感想＞
♥最初のシーンで涙、このまま泣き続けるのかな？と思いながらあっと言う間の２時間、講演会ではすっかり

早瀨さんの丁寧な手話に惹きつけられました。
♦映画の中にあった「障害を乗り越える」のではなく、「真っ直ぐ進むだけ」は色んなメッセージが込められ

ており、障害がある・なしにかかわりなく、全ての人たちがその人らしく生きる社会、世界中が差別のない
社会となるよう、願いが込められていたと思います。＜聾学校教諭＞

♠中学部になってから進路について話し合うことが多くなってきたところなので、今日の「咲む」は考えさせ
られるストーリーでした。この映画を通じて、これからのことをもっと娘と話し合って行きたいと思います。
<難聴児の保護者>

4月3日（土）、鈴鹿市聴覚障害者協会主催による上映会が、イスのサンケイホール鈴鹿（鈴鹿市民会館）で
開催され、150名の方々に映画『咲む』と早瀨憲太郎監督の講演会をお楽しみいただきました。
鈴鹿市手話言語条例施行2周年にあたり、鈴鹿市長の全文手話言語によるご挨拶のほか、三重とこわか国体・
三重とこわか大会の開催年度であることから、参加者全員に関連した啓発物を配布し、手話言語と聴覚障害者
に対する啓発普及が図れました。
また、鈴鹿市議の池上議員、鈴鹿市社会福祉協議会会長にもご鑑賞していただきました。

＜4月3日鈴鹿市上映会＞

福井県の上映会報告

4月10日（土）、福井県ろうあ協会・越前市聴覚障害者協会・越前市主催
による「越前市みんなの心をつなぐ手話言語条例１周年記念イベント上映
会」が、越前市文化センター大ホールで開催され、353名の方々にトーク
ショーと映画『咲む』をお楽しみいただきました。
記念イベントにむけて、市役所・市議会議員・社会福祉協議会・手話サー
クル（スタッフ60名）が1つになりチケット販売、広報宣伝、多くの動員
にご協力いただきました。また、新型コロナウイルス感染防止対策を十分
に施し、皆様に安心してイベントをお楽しみいただくことができました。
トークショーゲストに『咲む』監督・早瀨憲太郎氏と主演・藤田菜々子氏
を迎え、手話言語の魅力と映画に対する思いを語っていただき、最後には
会場が一体となって「拍手」の手話でトークショーが終了しました。
映画上映にあたり、奈良俊幸越前市長と三田村輝士市議会議長が手話言語
で挨拶されたので会場の皆さんはびっくりされていました。
ご来場者には、参加プレゼントとして消しゴムを彫刻刀やカッターなどで
彫った手作り消しゴムハンコを押した袋に地元の有名なお菓子を入れてお
渡ししました。きこえる人もきこえない人も一緒になり準備をし、多くの
方々に喜んでいただけるイベントを開催できたことは本当によかったと思
います。

＜4月10日越前市上映会＞



＜4月10日越前市上映会＞

＜感想＞
♥とても良い映画で、いろんなメッセージを感じた。
♦早瀨監督・藤田さんのトークショーにろう学校の子どもさんが登場し手話で会話しているのが可愛らしかった。
♣監督さんがご苦労されたのがすごくわかる。
●感動と感謝の気持ちでいっぱいです、これからも手話をたくさん覚えていきたい。
♥映画をみてろう者の気持ちが少しわかった。
♠コロナ禍の中、久しぶりに「人」との交流ができ、素敵な映画を観ることができて本当によかった。
♣女優藤田さんの演技に感動しました、色紙を書いてくださりとても優しい方でした。

＜4月10日越前市上映会＞

4月10日（土）、市川市ろう者協会・手話サークル「輪の会」・手話サークル「汐風」・
市川班主催による上映会が、行徳文化ホールI＆Iで開催され、午前の具・午後の部合わせて
263名の方々に『咲む』をお楽しみ いただきました。
新型コロナウイルス感染防止対策に取り組み、全日本ろうあ連盟の「感染症対策ガイドラ
イン」も参考にしながら、皆様に安心してご鑑賞いただける環境を整えました。
QRコード、インターネットフォームを利用したアンケートでは、「よかった！」「感動！」
のコメントを沢山頂戴しました。

千葉県の上映会報告

＜4月10日市川市上映会＞

4月17日（土）、NPO法人新潟市ろうあ協会主催による上映会が、新潟ふれ愛
プラザで開催され、132名の方々に『咲む』をお楽しみいただきました。
新型コロナウイルス感染防止対策として会場定員数を半数にし、1日3回の上映を
行い、各回会場換気、椅子の消毒を徹底しました。
上映前に「全日本ろうあ連盟 運動の成果」として、連盟がどのように運動してき
たのか、それにより『咲む』の瑞月のように資格取得が可能になったのかなどを
説明した上で映画を観ていただいたので、よりお楽しみいただけたと思います。

新潟県の上映会報告

＜4月17日新潟市上映会＞



4月18日（日）、米原地区『咲む』上映実行委員会主催による上映会が、米原市米原公民館で開催され、
104名の方々に『咲む』をお楽しみいただきました。上映会広報として、新聞社（中日新聞、滋賀夕刊）や
伊吹テレビ（ケーブルテレビ）などのマスコミで周知しました。この効果は大きく、多くのご来場者を迎え
ることができました。
終了後のアンケートでは「とても良かった」「たくさんの人が見るべき」という感想を多く頂戴しました。

＜4月18日米原市上映会＞

愛知県の上映会報告

滋賀県の上映会報告

＜感想＞
♦疎遠になっていた祖母の住む村で、健康相談や村の人が集える場を作ったり、奮闘するろう女性の瑞月。

ポジティブで明るい瑞月に魅せられました。主演の藤田菜々子さん、瑞月役にピッタリでファンになりました。
★『咲む』を鑑賞し、久々に心が洗われる気がしました。美しい山々に囲まれた山村に繰り広げられる日本古来の

素朴な人々の営み。人間が本来持っている「人が人を思いやる優しい心」にどっぷりと浸かることができました。
手話があまり分からない私にも「手話の勉強をしてみようかな」なんて思わせてしまう映画でした。

♥自立を目指す主人公は生き生きと輝いておりました。常に努力をし、明るく前向きに進む姿に元気をもらいました。
障害のあるなしに関係なく、一人ひとりが大切な命。映画を通して、障害者の未来がもっともっと明るく住みやすく
なりますように！エンディング曲の歌詞は心に深く沁みました。

4月17日（土）、福岡県聴覚障害者協会主催による上映会が、クローバープラザ・クロバーホールで開催され、
171名の方々に『咲む』をお楽しみいただきました。
新型コロナウイルス感染防止対策を十分に施し、また、クローバーホールは収容規模も多く、密にならずに、
ご来場者に安心してご鑑賞いただくことができました。
上映終了後、ご来場者から「とても良かった」「感動した」「すごく共感した」との感想を頂戴しました。

福岡県の上映会報告

＜4月17日春日市上映会＞

4月24日（日）、愛知県聴覚障害者協会主催による上映会が、一宮市木曽川文化会館で開催され、113名の
方々に『咲む』をお楽しみいただきました。
西尾張ブロック初の上映会で、コロナ禍の中、不安も多くありましたが、感染症防止対策を十分に施し、当日
は地元の方々、また県外市外からも多くの方々がいらして大盛況となりました。

＜4月24日一宮市上映会＞



愛知県の上映会報告

5月2日（日）、東尾張ブロック＆班主催による上映会が、武豊町民会館ゆめたろうプラザで開催され、114名の
方々に『咲む』をお楽しみいただきました。
新型コロナウイルス感染防止対策を十分に施し、安心してご覧いただき、お子様連れのお客様が多くいらしたのも
嬉しいことでした。

＜5月2日武豊町上映会＞

＜感想＞
♥瑞月さんの明るい笑顔と行動力で、周りの人たちの気持ちが変化して行く様子。瑞月のきこえない事で感じる

疎外感。障害を持つ親の気持ちと、障害者である子どもの気持ち。とても丁寧に描かれていてすごくいい映画
だったなぁと思いました。

★途中で映像に音声が流れない場面があり、ほんの少しだけれど瑞月やろう者と同じ世界を感じることもできました。
♠ろう者と関わった事ない方を含め、沢山の人に見ていただきたいと思いました。

＜5月2日岐阜市上映会＞

4月25日（日）、出雲市聴覚障害者協会『咲む』出雲市上映会実行委員会主催による上映会が、平田文化会館で
開催され、92名の方々に『咲む』をお楽しみいただきました。
新型コロナウイルス感染防止対策を十分に施し、安心してご鑑賞いただきました。

島根県の上映会報告

＜4月25日出雲市上映会＞

5月2日（日）、岐阜県聴覚障害者協会主催による上映会が、岐阜清流文化プラザで
開催され、158名の方々に『咲む』をお楽しみいただきました。
岐阜県独自の緊急事態宣言中でしたが、会場施設からアクリル板、自動検温器など
をお借りし、感染防止対策を十分に施し、皆様に安心してご鑑賞いただくことがで
きました。
早瀨憲太郎監督に、午前の部はオンライン出演、午後・夜の部はご登壇ご出演いた
だき、会場は大盛り上がりでした。

岐阜県の上映会報告



＜5月2日 岐阜市上映会感想＞
♥聴覚障害の娘を持つ健聴者です。『咲む』を観て、共感した部分がいろいろありました。障害を受容していく

過程で、家族それぞれが思う幸せの形があってそれで苦しんでいることが自分の経験と重なりました。
「誰も悪くないのに…」、きっとそんなわかりきっていることにまた悲しくなり、映画を観ている周りのろう者
の嗚咽が物語っていたように感じました。
聴覚に障害をもつ大学生の娘は、瑞月のひたむきに活動をする姿に勇気をもらい参考になったと言っていました。
今回の上映は聴覚障害者、手話関係者がほとんどで残念でした。多くの一般の方に見ていただきたいと思います。

♦感動して涙が出ました。瑞月ちゃんが挫けそうになったシーンを観て、私も、あるある！と頷いていました。
障害の有無に関係なく、人と人として歩み寄り理解しあう大切さを知ってもらいたい。ぜひ、多くの人に観て欲
しい。心からそう思いました。また私も、『咲む』もう一度観たいなぁ。

5月4日（火）、茅ケ崎市聴覚障害者協会主催による上映会が、茅ケ崎市民文化会館
で開催され、午前・午後の部合わせて380名の方々に『咲む』をお楽しみいただき
ました。
本年1月に茅ケ崎市聴覚障害者協会、茅ケ崎市手話通訳者連絡会、藤沢市聴覚障害
者協会、寒川町聴覚障害者協会、茅ヶ崎市手話サークル連絡会をメンバーとした上
映会実行委員会立ち上げ、茅ヶ崎市長、茅ヶ崎市社会福祉協議会と茅ヶ崎市教育委
員会、一般社団法人４Heartsから後援名義の承認を受けたほか、県議会議員や市議
会議員の協力を受けました。地元情報誌タウンニュース社の取材や、市議会議員が
運営するYouTubeや、個人のFacebookなどSNSを活用した事前告知を実施し、
要員38名とともに、380名のお客様を迎えることができました。茅ヶ崎市長のご
挨拶、国務大臣河野太郎衆議院議員からの祝電もあり、皆様にご満足いただけた上
映会となりました。

＜5月4日茅ヶ崎市上映会＞

神奈川県の上映会報告

山形県の上映会報告

岐阜県の上映会報告

5月16日（日）、山形県聴覚障害者協会主催による上映会が、山形市
総合福祉センター交流ホールで開催され、60名の方々に『咲む』を
お楽しみいただきました。
新型コロナウイルス感染防止のため限られた会場定員となりましたが、
定員上限となるお客様を迎えることができました。

＜5月16日山形市上映会＞

上映会終了報告書と一緒に≪写真≫をお送りください！

＜佐藤光茅ケ崎市長＞



★『咲む』募金状況★ （5月28日入金済）

1,752,260円 （目標20,000,000円）

上映会会場での募金活動のご協力とご報告をお願いします！！
地域上映会募金活動報告（「上映会終了報告書」記載分）

月日 都道府県 開催地 金額 月日 都道府県 開催地 金額

4月4日 熊本県 熊本市 ¥5,500 4月25日 島根県 出雲市 ¥14,710

4月18日 滋賀県 米原市 ¥15,097 5月2日 岐阜県 岐阜市 ¥20,287

4月25日 福井県 越前市 ¥50,229 5月4日 神奈川県 茅ケ崎市 ¥43,927

『咲む』×不二家コラボミルキー第２弾！！！
♥♥♥ 予約受付中 ♥♥♥

大好評『咲む』×不二家コラボミルキーを追加生産します！
ご注文団体へのお届けは、6月第２週になります。初回、追加のご注文を受け付けておりますので、これが最後の
チャンスです。ぜひ、ご注文をよろしくお願いいたします！

＜『咲む』写真パネル展示ご活用のお願い＞
『咲む』写真パネル43枚セット（タイトル1・キャスト12・映画ストーリーシーン16・メイキングシーン14）
を上映会展示用に貸し出し中です。映画鑑賞前に物語を想像しながら、鑑賞後は『咲む』の余韻に浸りながら、楽
しくご覧いただけます。送料は、発送時全日本ろうあ連盟負担、返送時依頼団体負担です。上映会実施日１か月前
までにお申し込みください。

広島県福山市会場 佐賀県佐賀市会場


